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I.は じ め に

近年,我が国の疾病構造は結核に代表される感染症

から,癌,脳血管障害,冠状動脈性心臓病等の慢性疾

患に変化1)している。生活習慣と疾病との関連はヒポ

クラテスの時代から指摘されていることであり,新し

い概念ではないが,今日までに喫煙,アルコール摂取,

運動不足等が癌,脳血管障害,冠状動脈性心臓病等の

発症と深く関わっていることは多くの報告が指摘して

いる2)-6)。

Breslowら7)は,成人病予防の視点から重要な7つ

の健康習慣(喫煙をしない,飲酒を適度にするか全く

しない,定期的にかなり激しい運動をする,適正体重

を保つ,7~8時間の睡眠をとる,毎日朝食をとる,

不必要な間食をしない)を見出し,これら7つの健康

習慣を数多く行っている,いわゆるライフスタイルの

良い集団の平均余命は悪い集団のそれよりも明らかに

長いことを報告している。従って,癌,脳血管障害,

冠状動脈性心臓病等の予防には,日常生活の中で望ま

しい健康習慣をどれだけ行っていけるかにかかってく

る。前報8)では,青年期女性の喫煙習慣とライフスタイ

ルおよび性格特性にはそれぞれ関連が示唆されたこと

を報告したが,青年期女性の生活態度については職業

を持つ者と,学生等の職業を持たない者とでは相違が

あることは十分考えられることから,本報では,青年

期女性を対象に,学生ならびに社会人の健康習慣と日

常生活行動の特性を追究し,さらに健康習慣と深く関

わっている性格特性を,エゴグラムによる自我状態か

ら明らかにしようとした。

-

Ⅱ●調 査 方 法

(1)調査対象

愛知県下の国立大学,私立女子大学,私立女子短期

大学に在学する女子学生と私立総合病院看護婦,一般

企業に勤務する女子会社員および幼稚園・小・中学校

の女子教員の計1070名を対象にして調査を行った。本

研究では学生と社会人の比較を行うため,20~25歳の

学生(332名)及び社会人(247名)の合計579名を抽出

して分析対象とした。

(2)調査内容

1)健康習慣(朝食摂取状況,間食摂取状況,起床

時間,就寝時間,睡眠時間,体重に気をつけているか,

栄養のバランスに気をつけているか,運動状況,飲酒

状況,喫煙習慣)

2)日常生活行動

①マスメディアとの接触(雑誌購読,書籍購読,テ

レビ視聴時間,CMへの興味,新聞購読時間)

②日常生活(1か月の小遣い,休日の過ごし方,家

族との会話)

③趣味・嗜好(趣味,好みの飲料,好みの酒)

④流行の取り入れ(流行を取り入れる対象,化粧)

⑤一般的意識(生活をエンジョイしているか,周囲

の目を気にするか,伝統・習慣への態度,イライラす

るか,女性としての意識)

⑥女性の喫煙に対する意識(主婦,乳幼児の母親・

妊婦,教師,看護婦･保健婦, OL,デザイナー,ウェ

イトレス,女子学生,医師)

3)エゴグラムチェックリスト

今回利用したエゴグラム9)-ll)は, DusayがBerneの

創始した交流分析を改良し,初めて考案したものであ
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る。交流分析では,性格の構成要素Parent, Adult,

ChildをそれぞれP,A,Cと記号化し,さらにこれを

①Critical Parent (CP),②Nurturing Parent (NP),

③Adult(A),④Free Child(FC),⑤Adapted Child

(AC)の5つの要素に分類している。調査はこれら

5つの要素に対してそれぞれ10項目ずつの質問項目で

構成されたエゴグラムチェックリストを使用した。な

お,調査の正確性を期すために, MMPI の妥当性尺

度12)を参考に回答の信頼性をチェックする質問項目を

作成し,矛盾回答得点とした。

(3)調査時期および調査方法

調査は,平成4年9月~11月と平成5年8月~10月

の2回にわたって自己記入による質問紙法で行った。

(4)分析方法

1)健康習慣実施数

Breslow'''の7つの健康習慣｢喫煙をしない｣,｢飲酒

を適度にするか全くしない｣,｢定期的にかなり激しい

運動をする｣,｢適性体重を保つ｣,｢7~8時間の睡眠

をとる｣,｢毎日朝食をとる｣,｢不必要な間食をしない｣

に,今回｢早寝をする｣,｢早起きをする｣,｢栄養のバ

ランスに気をつけて食事をする｣の3項目を加えた10

項目について調査した。以下,本研究ではこの10項目

を｢健康習慣｣とする。各項目のうち｢タバコを吸わ

ない,以前吸っていた｣,｢飲酒を適度にする,しない｣,

｢定期的に激しい運動をする,たまに軽い運動をす

る｣,｢体重に気をつけて食事をする｣,｢7~8時間の

睡眠をとる｣,｢朝食をほとんど毎日とる｣,｢間食をあ

まりとらない｣,｢7時前に起床する｣,｢12時前に就寝

する｣,｢栄養のバランスに気をつけて食事をする｣を

それぞれ1点とし,10項目の合計点(最高10点)を算出

した。さらに,その合計点をO~4点,5~7点,8

~10点の3群に分類した。

2)エゴグラム

エゴグラムは,①支配的・批判的要素を中心とする

CP (CriticalParent),②成長を促す養育的･母親的

要素を中心とするN P (Nurturing Parent),③事実に

基づいて判断し,冷静に計算する合理的要素を中心と

するA(Adult),④感情や身体感覚を自然に体験・表

出するF C (Free Child),⑤外界に順応するために防

衛し,妥協するAC(Adapted Child)の5つの自我状

態への心理的なエネルギーを視覚的に把かむために,

エゴグラムチェックリストの回答を得点化し,グラフ

で表した。

3)データ処理ならびに比較の方法

データ処理にあたっては,名古屋大学大型計算機セ

ンターFACOM M-382を使用し,演算にはSPSS第

9版を用いた。なお検定はχ2検定,コルモゴロフ・ス

ミルノフ検定およびt検定を用いた。

-

III.結 果

(1)健康習慣

表1に示すように,学生と社会人の健康習慣に有意

差が認められたのは｢朝食摂取状況｣,｢間食摂取状況｣。

｢起床時間｣,｢就寝時間｣,｢睡眠時間｣,｢栄養のバラ

ンスに気をつけている｣,｢喫煙習慣｣であった。すな

わち,学生は朝食を毎日とり,間食をよくとり,栄養

のバランスに気をつけている者が多く,睡眠時間の長

い者が多い。社会人は起床時間,就寝時間が早く,喫

煙者が多かった。

表1.健康習慣(%)

(2)健康習慣実施数

10項目の健康習慣のうち,何項目を実施しているか

を表す健康習慣実施数の平均(標準偏差)は学生では

5.0(1.5),社会人では5.3(1.7)であり,統計的には社

会人の方が多く実施していた(P<0.05)。また,表2に

示すように,実施数がO~4の群は学生38.0%,社会人

28.7%であり,5~7の群は学生57.5%,社会人63.6%,

8~10の群は学生4.5%,社会人7.7%であり,学生は社会

人に比較して実施数の少ない群が多かった(P<0.05)。

40-



表2.健康習慣実施数(%)
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df= 2 , Pく0.05

(3)日常生活行動

1)雑誌,書籍の購読

雑誌,書籍の購読状況は表3,表4に示す。学生,

社会人ともに雑誌を読む者が多いが,両者を比較する

と,学生の方に読む者が多く(P<0.01),雑誌の種類

を比べると,学生はファッション誌を読む者が多かっ

た(P<0.01)。一方,書籍購読をみてみると,学生,

社会人ともに読まない者が大半を占め,特に社会人の

方に読まない者が多かった(Pく0.05)。書籍の種類で

は,「純文学」(P<0.01),「教育書」(P<0.01)に差

がみられ,ともに学生の方に読む者が多かった。

表3.雑誌購読(%)

表4.書籍購読(%)

2)趣味・嗜好

表5に示すように,学生と社会人の間に有意差が認

められたのは,「音楽」,「読書」,「楽器演奏」であり,

学生は音楽鑑賞,読書,楽器演奏を楽しむ者が多い。

「好みの飲料」,「好みの酒」には有意差は認められな

かった。

-

3)流行の取り入れ

流行を取り入れる対象については表6に示すよう

に,学生と社会人の間に有意差が認められたのは,「ス

ポーツをする」,「旅行」であった。また,「化粧」にも

有意差が認められ,メータアップをする者は社会人36.

9%,学生21.9%であり社会人の方が多かった(P<0.

01)。

表5.趣味(%)

表6.流行を取り入れる対象(%)

4)日常生活

表7に示すように,学生と社会人の日常生活に有意

差が認められたのは,「CMへの興味」,「新聞購読時

間」,「家族との会話」,「1か月の小遣い」であった。

すなわち,学生は「CMへの興味」があり,「新聞購読

時間」が多く,「家族との会話」をよくする者が多く,

社会人は1か月の小遣いが高額の者が多いことが認め

られた。

5)一般的意義

一般的意識については表8に示す。学生と社会人の

間に有意差が認められたのは,「生活をエンジョイして

いる」であり,学生の方に生活をエンジョイしている

とする者が多い。「周囲の目を気にするか」,「伝統や習

慣を残そうとするか」,「よくイライラするか」,「女の

くせにと言われると腹が立つか」,「女だからという理

由でしたいことを押さえるか」には有意差は認められ

なかった。
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表7.日常生活習慣(%)
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表9.女性の喫煙に対する意識(%)

表8.一般的意識(%)

6)女性の喫煙に対する意識

主婦の喫煙に対して「吸ってもよい」とする割合は,

学生35.4%,社会人49.0%であり社会人の方が有意に

高く(P<0.01),また,乳幼児を持つ母親や妊娠中の

女性の喫煙に対しては,学生,社会人とも否定する割

合が多く,それぞれ98.2%, 94.7%であった。統計的

には両者には有意の差が認められ,学生の方が多い

(P<0.05)。また,職業を持つ女性の喫煙の容認度を

みたものが表9である。同じ女性でも職業が異なると

喫煙の容認度が異なることが認められた。すなわち,

デザイナー,0Lの喫煙に対しては学生,社会人とも

容認する割合が75~79%と高く,医師,看護婦の喫煙

に対しては容認する割合が44~49%と低い。容認する

割合は女子学生を除く,すべてにおいて社会人の方が

高く,ウェイトレス,学校の先生,医師,看護婦にお

いて有意な差が認められた。

(4)エゴグラム

図1は学生と社会人のエゴグラムにおけるCP, N

P, A, FC, ACの平均得点を図示したものである。

両者とも図形はNPを頂点とした類似した山形を示し

ており,その得点はACを除く各要素において学生の

方が高く,NP(養育的･母親的要素), FC (自由奔

放さ)に有意の差が認められた。また,学生,社会人

のエゴグラムをそれぞれ健康習慣別の実施数(4以下

の群と7以下の群の比較)で比較してみると,両者と

も健康習慣実施数の多い群のCP(支配的・批判的),

NP(養育的･母親的),A(客観的判断力),FC(自

由奔放さ)が高かった。 AC (順応性)においては,

学生,社会人ともに健康習慣実施数の少ない群の方が

高かった。

図1.エゴグラム
学生と社会人との比較

IV.考 察

近年,戦前の我が国の死因の上位にあげられていた

感染症に変わり,癌・脳血管障害・心臓病がその上位

を占めるようになった。これらは生活習慣病ともいわ

れ,日常の生活習慣と大きな関わりをもつことは周知
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のことである13)。本研究では同年齢の学生と社会人と

の比較を行なった結果,学生は社会人より毎日朝食を

とる者が多く,栄養のバランスに気をつけており,喫

煙をする者が少なく,また,社会人は学生より起床時

間,就寝時間が早く,間食をあまりとらないという結

果が得られ,職業を持つ社会人と学生との間には様々

な違いが認められた。

Breslow''*は様々な健康習慣の調査から｢適正な睡眠

時間をとる｣,｢喫煙をしない｣,｢適正体重を維持する｣。

｢過度の飲酒をしない｣,｢定期的にかなり激しいス

ポーツをする｣,｢朝食を毎日食べる｣,｢間食をしない｣

の7つの健康習慣が,健康度と有意に関連しているこ

とを見いだした。本研究では,この7つの項目に｢早

起きをする｣,｢早寝をする｣,｢栄養のバランスに気を

つける｣の3項目を加えて10項目として,学生と社会

人との比較を行ったところ,社会人の健康習慣実施数

は学生のそれより有意に多く,また,その分布も社会

人の方が多い方に有意に分布しており,学生より社会

人の方が望ましい健康習慣を多く行なっていることが

分った。NHK放送世論調査14)においても,生徒･学生

は不健康な生活態度をとっている者が多いという報告

がなされており,今回の調査結果と考えあわせると,

学生の方が社会人に比べて不健康な生活態度をとって

いるといえる。日常の健康習慣が身体的健康度を左右

することや,精神的健康度との関連が強いことは,森

本らの研究15)16)によっても指摘されており,望ましい

健康習慣を実施することは健康を守るうえで非常に大

切である。健康習慣を根底で規定しているのは,個人

の健康に関する意識であり17)日常生活の中で幾つか

の望ましい健康習慣を実践していくためにも,まず,

健康意識を高めることが重要となる。

マスメディアとの接触に関しては,雑誌,書籍とも

社会人に読まない者が多く,新聞購読時間も社会人の

方が短い者が多かった。これは日常生活で比較的時間

に余裕のある学生と毎日の勤務で時間的に余裕のない

社会人との違いであろう。趣味では,｢音楽｣,｢読書｣。

｢楽器演奏｣の3項目において社会人よりも学生の方

が取り入れる割合が高く,これについても時間的余裕

の差であろう。

流行の取り入れについては｢スポ一ツをする｣,｢旅

行｣において社会人の割合が高く,化粧をする者(メー

タアップをする)の割合も社会人の方が高かった。旅

行やスポーツは他の項目に比べ多額の費用を必要と

し,社会人は学生に比べ小遣い金額が多いことに関係

していると考えられる。

女性の喫煙に対する意識では,ほとんどの項目で社

会人の方が女性の喫煙を容認する者が多かった。社会

人は学生に比べ,喫煙場面に出会う機会が多いために,

喫煙に対し容認する割合が高く,肯定的になると考え

られる。今回の学生の喫煙者率は6.4%,社会人の喫煙

者率は12.5%であり,社会人の方が有意に高い割合を

示した。

本研究の学生と社会人のエゴグラムは,両者ともN

P(養育的,母親的要素)を頂点とするNP優位型の

山形を示した。また,それぞれの構成要素では,学生

は社会人に比べ,全体的に自我状態が高い値を示して

おり精神エネルギーが高いといえる。先に報告した喫

煙者と非喫煙者のエゴグラム8)の比較では,喫煙者は,

FC(自由奔放さ)が高く,A(客観的判断力),AC

(順応性)が低かった。つまり,相手を認め共感する

心を持ち,天真爛漫で活発だが,客観的に判断するこ

とを不得意とし,自己中心性が強く協調性に欠けると

いうことになる。喫煙者の外向的性格についての報

告18)19)はすでに幾つか行われている。また,大津2o)は,

エゴグラムを使用し,中・高校生の飲酒行動に関する

調査を行い,飲酒の促進要因はFCであり,抑制要因

はAであったと報告している。

学生,社会人のエゴグラムをそれぞれ健康習慣の実

施数(4以下の群と7以下の群の比較)で比較してみる

と,両者とも健康習慣実施数の多い群のCP(支配的･

批判的),NP(養育的･母親的),A(客観的判断力),

FC(自由奔放さ)が高かった。 AC (順応性)にお

いては,学生,社会人ともに健康習慣実施数の少ない

群の方が高かった。今回のエゴグラムからみると,健

康習慣実施数の多い群は様々な情報を批判的に見,客

観的に判断し,思いやりを持って行動する力があると

いえる。健康に関する情報に対しでもこのような性格

特性で対処していると推測される。健康習慣実施数が

8以上のいわゆるライフスタイルの特によい群は学

生,社会人とも例数が少なく,それらの特徴を把握す

ることが困難であった。以上のことから,青年期女性

における健康習慣と日常生活ならびにエゴグラムから

みた性格特性は,学生と社会人の間に幾つか特徴ある

違いがみられたといえる。

V.要 約

本研究は,青年期女性579名(学生332名,社会人247

名)を対象にして,学生ならびに社会人の健康習慣と

日常生活行動およびエゴグラムからみた性格の特性

を,無記名質問紙法により,調査(平成4年9月~11

月と平成5年8月~10月)し,以下に示す成績を得た。

(I)健康習慣については,学生は社会人より毎日朝食を

とる者が多く,栄養のバランスに気をつけており,喫

煙する者が少ないことが分かった。また,社会人は学

生より,起床時間,就寝時間が早く,間食をあまりと

らないことが認められた。

(2〉健康習慣実施数の平均(標準偏差)は学生5.0(1.5),

社会人5.3(1.7)であり,統計的には社会人の方が多く,

学生に比べて健康的な生活態度をとっている。

(3)日常生活行動では,雑誌,書籍とも社会人の方に読
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まない者が多く,新聞購読時間も短く,学生に比べて

マスメディアとの接触が薄いことが認められた｡また,

学生は趣味をよく取り入れ,生活をエンジョイしてい

る者が多く,社会人には小遣い金額が多く,化粧をよ

くする者が多いことが認められた。また,女性の喫煙

に対する意識では学生より社会人の方が容認する割合

が高かった。

(4)エゴグラムは,学生,社会人ともNP(養育的・母

親的要素)を頂点とするNP優位型の山形であった。

要素別の比較では,NP(養育的・母親的要素)とF

C(自由奔放さ)おいて,有意の差が認められ学生の

方が高く,また,学生は社会人に比較して自我状態が

高い値を示していることが認められた。

(5)以上のことから,青年期女性における健康習慣と日

常生活行動ならびにエゴグラムからみた性格特性は,

学生と社会人の間に幾つか特徴ある違いがみられた。
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